
チーム名 
レスキューHOT 君 

団体名 
近畿大学産業理工学部 

応募書類は本選終了後，公開されます．個人情報を書かないでください． 

＊チーム名の由来 

 レスキューHOT 君は，近畿大学産業理工学部（Humanity Oriented Technology）の頭文字を名前に

持つマスコットキャラクターの名前から付けました。 

 
 
 

＊チームの紹介 

 私達は近畿大学産業理工学部のサークル，「ロボット工作愛好会」のメンバーで構成されています。

今回で 3 回目の参加になりますが、メンバーのほとんどがレスキューロボットコンテスト未経験者なの

で，なかなかプロジェクトが進まないといった問題が発生しています。しかし，未経験ながらも人それ

ぞれの発想に基づいたアイデアも出ていますので、それを活かしてロボット考案を行っています。 

毎年大半のメンバーが入れ替わっているので、その年毎にチームの雰囲気が大きく変わるという特徴

があります。 

 

 

 

＊チームのアピールポイント 

 今回参加するメンバーは以前まで参加していた 3 名を除いてロボット製作には不慣れな人ばかりで

す。参加していたメンバーが始めての参加者と共同して、今回のレスコンでは前回までの経験を踏まえ

て活動を行っていきます。 

 以前までの大会では実現できなかった機能や製作に失敗したロボットがありました。しかし、それら

のロボットを今回は更なる改善を行い、今度こそは“リベンジ”の思いで応募をさせていただきました。

また、1 台を今回のメンバーで新規に考え、新しい発展としていきたいと考えました。 

 今回の大会では実際の現場での活動を自分達で考えた結果、やさしく確実に救助できるように活動を

行っていきたいと思っております。 

 “やさしさ”という面では、ロボットのすくい上げる機構をやわらかい素材を採用し、“正確さ”と

いう面では、センサとプログラムによるダミヤンの情報を操作画面に表示することで実現できるよう努

力しています。 

 今回は初の試みとして、これら３点のことを実現することによってより良いダミヤンの救助を 

可能にします。 
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＊レスキュー活動上の特徴（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
レスキュー活動において特に重要視したことは，ダミヤンをやさしく傷つけることなく救助することで

す。それを実現するため，１号機にはやわらかい素材で作ったスウィーパ機構でダミヤンを包み込むよ

うにして救助し，２号機はダミヤンをロープで持ち上げて救助する機能を持たせます。３号機はサポー

トアームでダミヤンの頭部を保護した上で救助します。 
 
ロボットの特徴 
 ロボットは全部で４台あり，その内３台は様々な状況に対応できる汎用ロボット，もう１台は特殊ガ

レキ対策ロボットです。それぞれ独立してダミヤンを救助し，全てのロボットに個体識別ユニットを搭

載して，ダミヤンを識別することができます。 
 
個体識別ユニットについて 
 ３台のロボットに個体識別ユニットが装備されています。個体識別ユニットは光センサ，音センサ，

カメラが集約されているものです。光センサは LED の発光パターン，マイクはダミヤンの発する音，

カメラでマークを識別します。３つのセンサを集約することで，どれかのセンサが不調でも個体識別が

行えるようになっています。 

 
１号機･･･スウィーパ（汎用型） 
 スカート機構でガレキを除去後，ダミヤンの上に覆いかぶさるように移動し，スウィーパ機構でダミ

ヤンをやさしく包み込むように救助します。救助完了後，ロボットの車体を上げて,走破性を向上させま

す。 
  
２号機･･･ホーンズ（特殊ガレキ対策） 
 特殊ガレキの下のダミヤンを直接救助できる救助アームを有し，ロープによってダミヤンを救助しま

す。プロテクターによって頭部を保護することで搬送する際ダミヤンの首へのダメージを軽減させま

す。 
 
３号機･･･キャリア＆ジュニア（分離型） 
 キャリアとジュニアへの分離機構を有します。この２台はそれぞれ別の機能を持っており。状況に応

じて分離します。 
 
・キャリア…クローラのパワーを活かしてジュニアを搭載したまま路上のガレキを除去しつつ現場へ移

      動し，内蔵したジュニアに救助したダミヤンを乗せます。キャリア Jr.分離後も独立して

      稼動し，他のロボットに対してガレキの除去・視界の補助等のサポートを行います。 
 
・ジュニア…キャリアに搭載されて救助現場でキャリアからダミヤンを受け取ります。分離後は    

      ダミヤンを乗せて来た道を戻ります。行きでキャリアによって路上のガレキが除去されて

      いるため，ジュニアのタイヤによる機動力を最大限に発揮できます。 
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第 
 
号機 

ロボット名（フリガナ） 
 

ロボットの構成 
移動 

1 台

基地 
0 台 

受動 
0 台

＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・スウィーパ機構によってダミヤンをやさしく包み込むようにして救助可能 
・救出時には車体を下げ、搬送時には車体を上げることでダミヤンが障害物に当たることを防ぐ 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 スウィーパ 
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① 

② 

③ 

④ 

・ダミヤンの上のロボットを調整後 
 車体を下げる 

・ホルダを地面まで回転させ、固定 
・ホルダを固定後、スクーパを動かす 

・スクーパをダミヤンの下に滑り込ませる 
・やさしく包み込むように救助を実現 

・救助完了後、ダミヤンが障害物に当たらない  

 よう車体を上げて搬送 

（黄色）：硬い素材 
（灰色）：やわらかい素材 

全体図 

スカート スウィーパ機構

個体識別ユニット 

スカート 

ガレキの除去が可能なスカート

スウィーパ機構

ホルダ：硬い素材 

スクーパ：硬い素材 + やわらかい素材

車体を上下させ、スウィーパ機構でダミヤンを上から包み込む救助が可能 

搬送時、車体を上げる 救出時、車体を下げる

救助のポイント

スクーパ 
ホルダ 
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第 
 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ホーンズ 
ロボットの構成 
移動 

１台

基地 
台 

受動 
台

＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・救助アームにはダミヤンの頭部を保護する機能プロテクターを搭載 
・救助アームによって屋根ガレキの下のダミヤンを直接救出可能 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

○ 特殊ガレキの下のダミヤンを救助可能な救助アーム 
○ 4 本の救助アームに取り付けられてあるロープをダミヤンの下に滑り込ませる 
○ プロテクターによってダミヤンの頭部を保護 
○ 両サイドにプロテクターを装備することでダミヤンがどちらを向いていても

確実に頭部を保護 
○ 搬送時は救助アームを最大高まで上げる 
○ 個体識別センサユニットによってダミヤンの個体識別を行う 

救助アーム 

救助用カメラ

背面図 

移動用カメラ 

路上のガレキを除去するスカート プロテクター 

ダミヤンを横から挟めるように

救助アームの位置を調節する 
ダミヤンの下にロープを 
滑り込ませる 

プロテクターを下ろして 
ダミヤンの頭部を保護する

個体識別ユニット 

前面図 

ロープ

斜めに動かすことで

上下・前後の動作をワ

ンアクションで行う 

救助のポイント
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第 
 
号機 

ロボット名（フリガナ） ロボットの構成 
移動 

2 台

基地 
台 

受動 
台

＊ロボットの重要な機能（箇条書きで２つ，具体的に示してください） 
・「キャリア」に「ジュニア」を内蔵して救助と搬送を分担 
・サポートアームにより頭部を支えダミヤンのダメージを軽減 
＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

キャリア＆ジュニア3 

ジュニア 

スカートを上げ

救助準備 

ベルトコンベア

ベルトコンベアでダミヤンをジュニアに収納 

ジュニアが出てきた後 
ロボットベースに搬送 

移動時 現場到着時 
「キャリア」 

搬送時 

個体識別ユニット

受渡方法 

「ジュニア」 

救助手順 

ベルトコンベアまで運ぶ 

サポートアームで 
頭部を支え、その状態で 

アームの向き、位置、幅を

ダミヤンに合うように 

サポートアーム 

救助のポイント 

アームをダミヤンの所まで

伸ばす 
調節する 

ジュニア 
が出る 

ガレキを除去する

スカート 
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